CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 

〈保証書付 > 保証書は裏表紙に印刷されています。 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品ま全法（消安法）で指定される 

法定点検を受けるために所有者登録を行ってください。 
(製品に同«した「所有者票」に記入し投函願います。） 



エフエフ 


ブイワイ 


型式 FF-VY5512P 


このたびは、コ□ナ石油ス I ブを 
お買いあげいたださ、まことにあり 
びとうございました。 

正しくお使いいただくために、この 
取扱説明書をよくお読みください。 
なお、お読みになった後をお使いに 
なる方びいつでち見られる所に大切 
に保管しでください。 


ぺージ 

□ 特にま意しでいたださたいこと 

(まをのために必すお守りください)…1〜2 

且使巧する場所 . 2 
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A 警告 

KEROSENE ONLY 
^用燃料： s 油 


A 



化 

口 


給排気筒を必す 
点検しでください 





株ぶ含な 3 MJ • 











































































































田糊こま意していただ制！:いことほをの!！:制こおずお守りください) 


この取扱説明書およ0^製品への表示では、製品を安全に正しくお使レいただ言、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然 
(こ防止するために、いろいろな絵表示をしでレまず。その表示と意巧は次のよラ(こなつでいまず。 

内客をよく理輯しでから本文をお読みください。 


A 警告 
A 注意 


この表示を無視しで、誤った取扱いをすると、人かで EC 、 重傷を負ラ可能性、または乂がの可能性が'想定される 
内客を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取扳いをすると、人む夕傷害を負ラ巧能性や蜘的損害の発生わ夕想定される内客を示し 
でいます。 


給表示の例 


V. 



^^記号はを意を促す内客があることを告げるちのです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場含は一般的なを意）か'描かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内客（左図の場含は方ソリン禁止）が描かれでいます。 

©記号は行為を指示する内客を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内客（左図の場含は電源プラグをコン t ントから抜いてください）が描かれでいます。 

_ ) 


么警告 (WARNING) 


カソリン厳禁 

方ソリンなど揮発性の高いミ由は、絶巧に使巧しないでくだ 
さい。か量の混入でち义巧の原因になります。 


(§) 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 

巧類び乾燥すると、ス I ブの熱気でゆれて落下 
して火びつさ、义巧の原因になります。 


壓 ® 


温風吹出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさ 
びないでください。 

巧類、祇などでふさぐと、乂災の原因じなります。 


Q 


給排気商（管、ホース）外れ盾;険 

給排気筒(管、ホース）がパれたまま使巧しな 
いでください。 

外れでいると運転中に排ガスが室内に漏れで、 
危険です。 



給排気筒トップ閱そく危険 

給排気筒トップの周りが雪でふさがれたまま 
で使巧しないでください。ふさがれでいると 
苦は、陈雪してください。 

また、板などによる「雪囲い_!は給排気の妨げ 
じなるのでおやめください。 

閱そくしでいると運転みに排乃スが室内に漏れで、危険です。 



スプレー生厳禁 

スプレー生や力じットこんろ巧ボンベなどを、 
温風のあたるところに放置しないでください。 

熱でちの圧力が上がり、爆発しで危険です。 



定期点検の実施 

定期的 （2 年に1回程度）に点検-整備を受けでく 
ださい。 

点横を受けすに長期間使用し続けると、故障や事 
古女の原因になり危険です。点検■整備はお買い求 
めの販売店や資搭者のいる店に依頼しでください。 



給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけのためのを網な 
どは巧けないでください。 

給排気の妨げになり、異常燃焼を起こし排ガ 
スが室内に漏れる巧能性があり盾険です。 



Q 


ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危険です。据巧け工事は販売 
店や専門業者 じご 依頼ください。（ストーブを移設させる場 
含ち同じです。） 


Q 


A 注意 (CAUTION) 


カーテン、寝具など可燃物近接禁止 


カーテン-巧団や毛巧など燃えやすいちのの 
そばなどで使巧しないでください。 

火災が発ちするおそれがあります。 



可燃物との距離を離ず 

巧燃校)との離隔距離についでは、標華据巧け例図 
(1 7ページ）を参照しでください。 


異常-故障時使用禁止 ^ 

ミ由漏れやにおい、すすの発生、おの色など異常 
や故障と思われるときは使巧しないでください。 
事故の原因になります。 


〇 




Q 


高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、前面ガードや給排気筒、給排気筒トツ 
プなど高温部にまなどふれないでください。 

やけどのおそれがあります。 

• 小さいお寺様のいるご家庭では、特に;'主意しでくださし、。 




分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 




腰をかけたり物をのせない 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。 
機器の故障ややけどのおそれびあります。 

機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないでください。 
水びかかると漏電や故障のおそれびありまず。 


Q 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストーブや給排気筒 
には床暖房巧の熱交換器などを取り巧けないでください。 
乂おや排乃スが室内に漏れる原因となり危険です。 


0 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、枚]をのせたり 
しないでください。また、電源プラグを旅くときは、 
コードを持つで引き抜かないでください。 

火災や感電の原因じなります。 



Q 













































































電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコンたントに根元まで確実に差し込んで 
ください。また、傷んだプラグやゆるんだコンじント 
は使用しないでください。火災の原因になります。 
饭れたまでの旅き差しはしないでください。感電の原 
因になります。 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないときまたは保管するときは、必す電源プ 
ラグをコンじントから抜いでください。 

火災やそ想しない事おの原因じなります。 


运 


電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを拖き、ほこりおよ炒金属蜘を陈去 
しでください。 

ほこりがたまると湿気などで絶縁不良になり火災の原因じなります。 


〇 


温風(し直接あたりない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

低温やけどや脱水症がになるおそれがあります。 


Q 


•特にお寻様やお年奇り、体の不自由なちび使われるときは、周園の 
人が十分注意しでください。 


やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接離じよってやかんの熱湯がこぼ 
れ、やけどのおそれがあります。 



初めてお使いになるときの注意 

初]めでお使いになるときは耐熱壁料などが焼き付くまで煙 
と臭いが出ます。しばらくの間、窓をあけで部屋の換気を 
巧つでください。また、小鳥やル動枚]などに影響する焉含が害えら 
れますので、この間は部屋に入れないでください。 



特殊用途には使用しない 

貪品-精密機器-美術品の保をや、動植枚)の飼胃-裁培な 
どじは使用しないでください。 


口油の保管 

なミ由は、火気、雨か、ごみ、高温および直射曰化を避けた 
場所に保管しでください。 

方ソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤って使巧すると異常燃焼や火災のおそれびあります。 


不良な油使用禁止 

変質好油(持ち越した灯油など)、不純な油け了巧总外のミ由- 
水-ごみわ s ' 爲入したな油など）などの不良な油を使巧しない 
でください。異常燃焼のおそれがあります。 


指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに、指や異物などを差しこま 
ないでください。けがや乂がのおそれがあります。 


0 

〇 

0 

0 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおくに、な油や巧燃蜘な 
ど引乂のおそれのあるちのを置かないでく 
ださい。 

火災のおそれがあります。 



油漏れ確認 

油タンク-ゴム製送油管-接含部-給油コッ 
クおよび機器などからの好;'由漏れがないこと 
を確認の上ご使用ください。 

巧油が漏れでいると火がのおそれがあります。 



外出ずる時は消乂 

外出するときは、必す運転を停止し消乂しでください。 


給油時消乂 

乂がのおそれがありますので、給油は、必す消乂し、 
乂の気のないところで巧つでください。 



お願い （ NCmCE ) 


機器を廃棄ずるとをの注意 


口油の廃棄 


ス I ''ーブを廃棄処分するときは、定ミ由面器の灯油を巧き取ってください。 な;'由の廃棄処分は、な;'由をお買い巧めになった 

な;'由が入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故じなるおそれびあります。 販売店にご相談ください。 


国使用ずる場戸 Jf 


ストー 3?' をままに使巧するためには、場所の還定び大のです。 


安全に使用するために 

•マントルピースなどにはお付けないで 
ください。 



>標高び100 Om を超える昌地では使 

任り.打いア^/ドホい ノ ノ 

(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要 
な空気び不足しまず。） 


冒 


Q 


•クリーニング店、美容院などの化尊薬品を使田する 
場所では使用しなレでください。 

化学薬品などの影響により、異常燃焼や故障の原因 
になります。 

•乾燥室、温室、飼育室など、動植物の育成栽をに使用しなレ 
でください。 

• 水平でなレ場所、不安定な場所では使用しないでくださし、 

• 不を定な物をのせた棚などの下には使用しなレでください。 

• 可燃性ガスの発ちする場所またはたまる場所には使用しない 
でください。 

• 階段、避難□などの巧巧で避難にる障となる場所には使田し 
ないでください。 



効果的に使用するために 



• 外気に接ずる窓の下や壁面(こ置く 
と、冷気がストーブで暖められで 
対流しますので効果的です。 


出入□など人の通るところは、ぶ 
つかると危険ですので避けでくだ 
さし、。 


• 部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調卽を/むがけましょつ。 


ストーブの前面に障害物があると、部屋の温度にむらができるば 
かりでなく、ふく射熱によつでス I -ーブ本体の温度が上昇しで危 
険です。使巧焉所には十分注意しで効果的に使用しでください。 


♦熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、 
そり返ることがあります。 

熱(こ強い7ットなどを戴いでくださし、。 





























































回各部のち ！! R 

外観図 


[正面〕 

温風の出 □ —— 


前面方ード 


方ラス円筒 


運乾スイッチ 


表示部- 

前パネル— 

操作部- 

(オープンポケット) 

置台- 



上面乃ード 
—上面板 


ち側板ふた 


定ミ由面器リ它ット 
ポタン 



• 対流フアン万ード 


-給気 ホース 


巧流用送風機 


ェルボ固定を具 


ストッパーリンブ 


おが気筒 


燃焼用送風機 


電源コード 


ルームサーモ 


本体固定を具 


が気管巧けおが巧 
リード線 


ゴム管 □ 


構造図 


放熱器（内部) 


反射板- 

スケルトン- 

ポット バーナ （内部）一 
(燃焼室） 

フレーム□ツド— 

トランス- 

ポットサーミス タ （内部) 
点乂 ヒータ （内部）— 
点乂ネット（内部）— 



過熱防止装置（まをサーモスタット） 
(内部） 

まをサーミスタ（夏板上） 
不完を燃焼防止装置（※ガスじンサー） 
-ブリント配線板 


燃焼リンブ（内部) 


ノスレ（内部) 


電磁ポンプ 


定ミち面器 


巧震白動お义装置 


送ミ由管 


※運転中はガスじンサー 
び発光-点滅するため、 
隙間から化び見えるこ 
とびあります。 


表示部の名称と働き 


タイ7—ランプ 

•タイ7—達転中は点な（緑）します。 


時計舍せランプ 

•現在時刻を含わせるときに「時計 
含せ J 表示すると点な(緑）します。 


タイ7—舍せランプ 

•タイ7— t ット時刻を含わせると 
きじ「タイ7—含せ J 表示すると 
点な（緑）します。 


eco ランプ 


• eco (エコ）運転中は点な（緑）し、 
解降すると消なします。 





1 運短 1 スイッチ/運短ランプ 


•点火•消火すると黃じ巧します。 

巧す（― ） と運転ランプ（ホ）び点なし、 
点乂動作に入0まず。 

もラー度巧す（且）と運転ランプび消な 
し消火します。 


デジタル表示部 

設定湿度室巧通ち 

式,? 1-1 旧 

•温度表示 

在側：設定温度表示 （1 〇で、15〜2 9で） 
ち側：室の温度表示（〇で〜46で） 

♦ま動火力調節時は設定温度表示部消な 

設定温ち室内湿度 

午前 广, 

午を■"しし 

• -- l：i 表示 

初めで電源プラグをコン t ントじ差し込んだ 
揚合や停電漬再通電されたとき。 

設定温度室巧おち 

8:3[1 

♦現な時刻、時刻合せ表示 
時計合せランプ消な：現を時刻 
時計合せランプ点な：時刻合せ 
(例)午前8時3 0分に時刻をじット 

設定温ち室内湿度 

午前 

午 a ——.—— 

• 表示 

時計合わせをしでいないときじ表示されます。 

設定温度室巧おち 

•- 5：30 

♦タイ7—時刻、タイ7—合せ表示 
タイマーランプ点な：タイマー時刻 
タイマー合せランプ点な：タイマー合せ 
(例)午前6時3 0分にタイ7—時刻をじット 

設定温ち室の湿度 

午前 广, 

午お しし 

•〔し 表示：チャイルド□ツクの t ツト表示 
遷輯ボタンを押しでも点乂しません。 

([し 表示点滅） 

設定湿度室巧おち 

牛曲 广つ 

午ぉ 〔二' 

♦記号表示（モニターサイン） 

(例）と~ 3表示：が震白動消火装置のた動 

設定温ち室の湿度 

午巧 

午を 

• 表示なし 

電源プラグびコン t ントじ差し込まれでない。 
まをサーモスタツトの作動直澄。 


























































































































































オープンポケット内操作部の名称と働き 


1 表示切換 1 ボタン 

• 1 

广 

回巧すごとにデジ:: 
運輯時：温度表示 

クル表示び切り換わります。 

停止時：現な時刻表示 

時計ちせ表示|^|タイマー台せ表示 I 、 

タイマ-時：タイ7-腳表 あ 

1 



時計/タイ7—舍せボタン 


义力調節つまみ 


>現在時刻とタイ7—時刻を 
含わせるときに巧します。 
時……時合せ 
分……分含せ 


表示な)換時計/タイマ-合せ 


乂力調節つまみを r 微か」〜「大」の間で 
動かし乂力をリニアに手動調節します。 
乂力調節つまみを「自動」じ含わせると 
ルームサーモによる白動運転（温度設定 
ボタンで室温を設定）びできます。 



な teawj a eco ~| 温度設定 


チャイルド□ックボタン 


タイマー它ツトボタン 


eco ボタン 


1 温度設定 1 ボタン 

♦誤って [1® スイッチを巧しでち点火しないよ 
ラにしたいときじ使巧します。 

停止中に3秒な巧に3回巧すとじットされます。 


•タイ7—達転するときじ巧 
します。 

• eoc (エコ）運転の t ット • 
稱陈をするときに巧します。 

• 乂た調節つまみを「自動」に合わせで 
白動運転にしたときの設定温度を変 
えるときに巧します。 

高め……設定温度を上げる 
おめ……設定温度を下げる 






因な用前の準備 

燃料 


燃料は必すな';由 （ J 旧1冒な';由）を使用しでください。 

■ 眉^警告1 ガソリンなど揮発性の高い';由は、絶対に使用しないでください。乂災の原因になります。 

ま意不良な';由(変質な';由、不純な';由）は、絶対に使ちしないで<ださい。 

点乂-消乂しにくくなったり燃焼び悪くなっですすび出たり、製品の寿命を縮めます。 

•[ Zh ま意 1 口';由は必す乂気-雨水-ごみ-高温および直射曰光を避けた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しなしでください。誤って使巧すると異甫燃烧や乂災のおそれびあります。 



■な';由とガソリンの見分けかた■不良のミ由（変質のミ由•不純なミ由）とは… 


指先に燃料をつけ、息をふさかけます。 
(乂の気のない所で巧つでください。） 



巧シーズンより 
持ち越しのなミ由 


章 


長期間曰がにあ 
たる所や温度の 
高い所に保营し 
たのミ由 


0 

鑛®®ろが 


容器のふたび開 
けであった0、乳 
白色のポリ容器 
で保管し 
たな';由 


(長期間つ 



水*ごみやな油な 
がのミ由びほんのね 
すかでち混入した 


巧ミあ 



水’ごみ•方ソリン 
重ミあ • 機械巧 
とんぶら巧… 


>極度(こ変質したち 
のは、黄色日ホがかっ 
たり、すっぱいに 
おレびします。 

>必すな巧巧のポリ 
タンクをお使い<だ 
さし、。 

>な油はシーズン中 
に使い舌りましよラ。 


■変質な油や不純な油などの不良な油を使用すると、機器の故障の原因になります。 

•ミ由の程度にちよりますび、燃焼不良をおこしたり、ストーブの損傷を早め、お障の原因になります。 
•水やごみが送ミ由経路内に流れこみ、ミ由漏れや燃焼不良-着火不良の原因になります。 

■変質な油や不純な油などの不良な油を使巧したとさは… 

• お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごホ目談窓□じご連絡ください。 


ごま意•変質なミ由、不純なミ由などの不良なミちが原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でち保証のミす象^^となります。 
-^♦変質な油の処理でお困りの場さは、なミ由をお買い求めの販売店にご相談ください。 



油 


■給ミ由の際のま順とま意 



巧タンク 


♦怪^ま意]乂災のおそれびありますので、給 
油は、必す消义し、乂の気のないところで 
巧つでください。 

• こぼれたロミ由はよくふきとつでください。 

•送ミをバルブを閉じで給ミ由□ふたを外し巿販の給 
ミ由ポンプで給ミをしでください。 

ミ由量計の針が r 満 J をさしたら給ミ由をやめでください。 
給';由後は、給ミ由□にあるストレーナを取り出しで、 
水やごみわすこまつでいたら掃炼しでください。 
•ストレーナを取り付けで、給油□ふたを/必ずもと 
どおり締めでください。 


•給油の際は、水•ごみなどを入れないよラに注意しでください。 

水•ごみなどは燃焼不度や、ス I -ーブの寿命低下などの原因になりまず。 
•給ミ由□ふたは、確実に締めでください。 


■燃料のれのま意と空気抜きのち法 

油タンクを空にしないよラに注意しでください。 

•ミ由タンクを一旦空にしまずと、送;'由経路のに空気がたまり、正萬に送 
ミ由ができなくなることがあります。このよラな揚舍には巧の順唐で空 
気極苦をしでください。 

^ 1.送ミ由バルブを閉め、ミをタンクに給;'由します。 

2 . ストーブのゴム管□から、ゴム製送ミ由管を外します。 

3. 送ミ由バルブを開け、 Zf ム製送ミ由管からミ由び連続しで 
/か;^5?^れないょぅに\ 流れ出ることを確かめでからゴムミ由管をちとど 
I 容器を巧意しでください 。 j おりストーブじ取り付けます。 











































































































































量乂前の準備と確認 

■まを装置の忆ツト、取扱上のま意 



•初めで使用するときや、シーズン初 
めには、ストーブち側面の丸巧の中 
に指を入れ、定ミ由面器 l 」 t ットボタ 
ン(赤色）を軽く巧し下げでください。 


• リ t ットボタンは据巧け時や、シーズン初がに操作します。 

定ミ由面器に強い衝擊をちえたり異萬があったとき拟外は、特に操作 
する必要はありません。 

万一点乂操作後な;由び出すにモニタサイン巴 il または 1££ J が表示さ 
れるよラな場合は、リじットボタンを巧しでください。（安を巧が外れ、 
なミ由がスムーズに流れます。） 

• リじットボタンは乱讓に扳ったり、5秒切上巧したままの状態には 
絶対にしないでください。（定ミを面器からなミ由があふれたりすること 
がありまず。） 

•カラーは絶対に列さないでください。 


■送油経路の油漏れの確認 

♦。么注意]油タンク- Zf ム製送油管-接さ部-給油コックおよ 
び機器などから灯油漏れがないことを確認の上ご使用くださ 
し、。灯油が漏れでいると义災のおそれがあります。 

• ミ由漏れのあるときは使巧を中止し、ミ由タンクの送ミ由バルブを聞じで 
からお買い求めの販売店または、おあくのコ□ナサービスじンター 
にごす目談ください。 


■電気配線の確認 

♦[公注意 I 電源プラグはコン t ントに根元まで確実に差し込ん 
で户ドゴし、 

• 電源コードが給が気筒などの高温部にふれるおそれのないこ 
とを確認しでくださし、。 

I ごま意 I 電源プラグ•コードの発熱 • 発义 • 電圧降下を防ぐために… 

•電源は必ず適正配線された単ホ目^ oov のコンじントを使巧しでください。 
•電源コードは、遗中で接続したり延長コードの使巧 • 他の電気器具と 
のタコ足配線をしないでください。 


回巧。方法(巧い方) 

チャイルド□ツク^ M の解除 


ネリめで電源プラグをコン t ントじ差し込んだ場合や停電後再通電したときまたはま全サーモスタツトのた動で運転び停止したときは、 
デジタル表示びになり運転を停止したままになります。 

運転する場合は巧のま順で操作しでくださし、 


广 


才ープンポケット内のチャイルド□ックボタンを3柏 J な巧に3回 
押して < ださい。 



デジタル表示びなのよラに変わります。 
デジタル表巧 デジタル表示 




点义操作を行ってください。 


産枯開お—(点*) ____ 

オープンポクツト巧の r 乂力 ii 節1つまみで「自動運転」と「手動運転」び設定できます。ご希望の運転ちまでご使用ください。 


■点义ま順…义力調節「自動運転」の場合 ■点义ま順…义力調節「手動運転」の場合 


乂力調節つまみを「自動」に合わせて<ださい。 


を動义力調節 


微かル 中 大 



設定温度と部屋のが況に 
応じた乂でで燃焼します。 


運転スイッチを押して「入」にして<ださい。 


012-ブ 
〇タイ 7 — 

〇時計合せ 
〇》イマ-合せ 


午前 

午を 


設定温度 室巧温度 A 運転入/の 





運輯ランプが点なし、約己〜6分間の予備燃焼が終わると 
本燃焼になります。 

f 乂で調節「手動」（微少〜大）の場含は設定温度の表示は I 
I ありません。 J 

|[1*|]スィッ于否円|可| 



f¥®> 


- 動運転) - 

X予備燃焼を約 2. 5分間、义では中火力になります。 


オープンポケット内の L 乂力調節 I つまみを「微少」 
と r 大」の間のご希望の位置に合わせてください。 


自動 /jN 

〇 I _〇 ■■■■-■■。■■■圓 


ま動乂力調節 



r 火力調節 I つまみの設定 
义力で燃焼します。 


撞転 I スイッチを巧して「入」にしてください。 



運転ランプカ< 点なし、表示部の設定 
温度表示び消え、予備燃焼び終3す 
ると約 2. 5分間义力は中义力になり、 
そのをは 口巧!)調雨1 つまみの設定义 
力で燃焼します。 


•度転 I スイッチを「入 J にしたとき、運乾ランプび点 I なせすに 
タイマーランプび点なする場合は、タイマー運転となりますの 
で、[タイ 7 -t ット I ボタンを押しでタイマー運転を解除しで 
ください。 

■燃焼中にスイッチを巧しで「消义 J にしで、約1秒) i ■(上 
通電を止めますと自動消义し、約2分間のちち日のをでないと再 
点火できません。 
































































































































室温の調節（自動調節) 


オープンポケット巧の I 乂力調節]つまみを「自動]に合わせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定温度に自動 
調節されます。 

表示部に設定温度 (2 2で)び表示されますので設定温度を変える場含は巧のよラに調節しでください。 


•自動運転時に微か义力でち室温び設定ミ品 
度より上昇する場合、設定温度より3で 
上昇すると自動的に消'义する eco (エコ） 
運起をおすすめします。 

(6 ページ eco (エコ）運転の項参照） 
室温び設定室温より3で上昇すると'消义 
し、お部屋のムダな暖めすぎをおさえます。 


ごま意•き温調節は、ストーブの位置や部屋の大きさなどで、必すしも表示部のき内温度とき温とは一致しない場合びあります。 


温度設定 



• 設定温度の変更は燃焼中(デジタル表示び温度表 
示中）に行つでください。 

• I 温度設定]ボタンの「高め j を巧すたびに rc 上び 
りまず。（上限29で） 

• I 温度設定！!ボタンのり氏め j を巧すと15でまでは 
1ですつ下びり、15でからは10でとなります。 
(下限10で） 


乂力調節（手動調節-手動運転) 


温度設定]による自動運転の他に 、I 乂力調節]つまみによる手動义力調節び巧能です。巧のよラにしでください。 


オープンポケット内の乂力調節つまみを r 微少」〜 r 大」の間のご活望の位置に合わせてください。 


白動'で 

〇 J [OIIII ■ lo — - — — 


手動义力調節 



表示部の設定温度表示び消えで 义力調節 つまみの設定义力で燃焼します。 


■炎の状態 

ストーフ'の据巧けやお排気筒の設置ま件でおはをみ変化します。 

•燃烧中のおじ黄色い炎陆从）び混じったり、かたよったり、上下変動することびありますび異甫ではありません。 
•細かい（霧状の）水滴やほこりを吸気した場合は、を体のに淡いオレンジ色になることびありますび異常ではありません。 


eco (エコ）運転 


eco (エコ）運転は、自動運転時に ieco1 ボタンを押すと、ご希望の設定温度にのり換わり、じーフ T 肖义と ecot —フ'運 
転でムダな暖めすぎをおさえ、経済的で快適な室温をおちます。 

また、自動運転時は最大义力を7 0〜9 0%、ま動運転時は最大义力を8 0〜9 0%におさえでお部屋を暖めすぎないよ 
ラに運転します。 


g 動運お時 


〔設定温度20での場さ〕 

•eco CL コ）運転 


の cot - ブ運転 





臣5词ボタンを巧すと設定温 
度び20でにのり換わります。 


最大义力を70〜90%に 
おさえで室内を暖房します。 


ムダな暖めすぎをおさえ、 
快適な室温を保ちます。 


>じーブ消火 



室ミ品が設定温度より約 3 で上 
昇すると'消义し、設定温度 
まで下びると再点义します。 

※設定温度の初期設定は 20 でです。設定温度は、温度設定ボタンで 10 で、 1 己〜 29 でに変更できます。_ 

• 室温び 20 で未満で 30 分上運転した場含は、最大义力を 90% におさえで運転します。 

• 室温び 20 で上の場含、最大义力を SO% におさえで運転します。 

• 室温び 24 で上で 30 分上運転した場合、（設定温度を 22‘CJ^ 上に設定）最大义力を 70% におさえで運転します。 


• eco (エコ）運転でたーブ消义びくりかえされるとガラス円筒にすすび巧くことびあります。 
とさどさ eco (エコ）運起を解除し、义力を中〜大で 1 〜 2 時間燃焼させでくださし、。 


ホ動運拓時 

※义力調節つまみび「中」〜「大」のときに、 eco 江])運転をします。 

• 室温び 20 でな上の場合、最大义力を 90% におさえで運転します。 

• 室温び 24’CU (上で 30 分上運転した場合、最大义力を 80% におさえで運転します。（义力表示は最大のままです) 
















































































































■ eco (エコ）運転方法 



ecoi ボタンを押してください。 

• eco ランプび点灯し、 eco (エコ）運転に入ります。 


■ eco (エコ）運転の解除 


再度、 reco 1 ボタンを押してください。 

• eco ランプび消灯し、 eco (エコ）運転を輯除します。 

• eco (エコ）運起を解除すると eco (エコ）運転前の設定にちどります。 

• eco (エコ）運転は一度かソトすると記憶されますので、消义しでち輯除されません。 
• 電源プラヴを抜いたり、停電びあった場合は自動のに解除されます。 


消乂 


■消义順唐 

「運転"]スイッチを押して「切」にしてください。 



•運転ランプは消灯しますび、燃焼室び;ちがするまで燃焼田'巧流用送風機は、運転を継続し、約10分 
を厚止します。 

•燃焼室び;ち却すると燃焼用-巧流用送風機び自動的に停止し、同時にデジタル表示び温度表示から 
現在時刻表示にのり換わります。 


• 么ま 意 I 2日な上家をあけるなど長時間使用しない場合は、運転び完をに停止しでから 電源 プラグをコン它ントから 
巧いでください。 

■外出のときは、必す運乾を厚止（ミ肖义）しでください。 

■運転厚止を、燃焼室び;ちま P するまでは電源プラヴを抜かないでください。ちし巧きますと、ガラス円筒びくちったり、ストーブの表面温 
度が上昇します。 


消乂後、再点乂するときのを意 ____ 

I た S B •‘ — ~ r- ，二 ^^^^^^^^^^^^^^ ■ 

■ 燃烧中に誤って電源プラヴを巧いたり^^スイツチを押しで「切」にすると、再点义安を装置の働きで、ストーブび 
ちま P されるまでの約2分間は再点义できません。 

ただし瞬間的な消义操作（約1砂巧）の場合は、そのまま燃焼び継続されます。 


現在時刻の調節方法 

■ 二 



初)めて電源プラヴをコンじントじ差し込んだ場合や厚電を再通電したとき、またはををサーモスタツ 
卜のが動で運転が厚止したときは、デジタル表示びになり時刻合わせびできません。 
この場合は才ープンボケツト内の I チヤイ Jl 7 ド己 可ろ 1 ボタンを 3 秒な内に 3 回巧してデジタル表示を 
[7^7^ じしでください。 


オープンポケット内の I 表示切換]ボタンを 
1回押して〔0寺計合せ]にしてください。 


時計/タイマー台せ」ボタンを押して、現在時刻を合わせ 
て < ださい。 

1回巧すごとに（時）は1時間、（分）は1分進みまず。 


eco 設定温度 室巧温度 



時計含せラン 
プが点なしま 
す。 



時計/タイマー含せ I ボタ 

ンをはなすと時計び動き始 
めます。 

5 秒棲にデジタル表示は、 
ストーフ''が'停止時には現巧 
時刻表示、運転時には温度 
表示にちどります。 













































































タイマーの使用方法 


■タイマー時刻の合わせ方 


オープンポケツト内の I 表示の換 I ボタンを 
2回押して〔タイマー合せ]にしてくださし、。 


時計/タイマー台せ J ボタンを押して、タイマー点义時刻 
を合わせて < ださい。 

1 回巧すごとに（時）は 1 時間、（分）は 5 分道みます。 



タイマー合せ 
ランプび点な 
します。 


SCO 

タイ 7- 
時計含せ 
•タイマ-合せ 


•す前 
すを 


設を温度 

6： 


室内温度 



時計/タイ 


時計/タイマーさせ I ボタ 
ンをはなしでから 5 砂後に 
デジタル表示は、ストーブ 
び厚止時には現な時刻表示、 
運転時には温度表示にちど 
ります。 


■タイマー運転方法 


才ープンポケット内の[タイマ ー t ツト 
ボタンを巧してください。 



デジタル表示に夕 
イマー点义時刻び' 
表示されます。 



度転 I スイッチを押して「入」にして 
<ださい。 


運転ずるとさの 
ご希望の义力に A 
合わせて<ださ r 
し、。 



タイマー合せラ 
ンプび点なし、 
タイマー運転に 
入ります。 


•外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイ7— t ツトは、絶巧じしないでください。 

•タイ 7— 運転は、スイツチび「入 J じなつでいないと運転が開始されません。 

■運転中に I タイ 7-1 ツト I ボタンを巧すと、ス I ブは自動消义し、タイマー運転に入ります。 

• タイ7—運転設定をじ停電があった場さや、ストーブを揺らしで巧震自動消义装置び巧動したときは点义しません。 


■タイマー運転のお除 


タイマーじツトボタンを押します。 

'' 




運転スイッチを巧して 1 ■切」にしてください。 


タイ7—じット 

タイマー表示ランプび消灯し、 
時刻表示に現在時刻び表示さ 
夕\ れ、タイマー運転び瞄除され 

A 1運転1 スイッチを「切 J じしないと、自動的に運転を開始 

K します。運転を停止する場合は必す 1運転1 スイッチを巧し 

\_ 

み 

\ ます。 

で「切 J にしでください。 

J 


■タイ7— 時刻-現を時刻の確認 



* 1 表示切換 I ボタンを1回押すと〔時計含せ〕じなり現在時刻を表示します。 

*1 表示切換 I ボタンをちラ1回巧すと〔タイマー合せ〕じなりタイマー時刻を表示します。 


チャイルド□ック 

お寺様などによるいたすら操作の防止や、誤って属転 I スイッチを押しでち点义しないようにしたいときに使巧しま寺。 


停止中に才ープンポケット内のチャイルド□ックボタンを3秒 L ソ内に3回押してくださし、。 


チャイルド□ックびじットされ、デジタル表示びに己となります。 

チャイルド□ックのじット中は、 I 運転 I スイッチを巧しでち点义しません。 
( I 運転」 スイッチを}甲すと、アラームとに!]表示の為滅でお知らせします。） 


•チャイルド□ックの解除は、再度 I チャイルド□ック I ボタンを 3 砂]^抑こ 3 回巧しでください。 
〔連続しで巧しつづけると、現在時刻表示と表示を繰り返しまず。〕 


















































































































自己診断モニタについて 


ス I -ーブにトラブルび発をするとトラブルのが態びデジタル表示部に記号表示（自己診断モニタ）されます。 

「故障’冥をの見分け方と処置ちミ去」 （13 〜14ページ）をご覧になり、記号表示に合った必要な処置をしでください。 


〈自己診断モニタ〉 


表 示 

原因 

解除ちる 

表示 

原 因 

解除方る 

E 1 

遠 中 消 义 

① 

P 3 

ポット異常過熱 

⑤ 

EE ' 

不着 义 

P'-l 

不 消 义 

(消义時間び長い） 

EEI 

巧 震 作動 

ES 

排気管巧け検知作動 

P 5 

暮板 不良 

ES 

ルームサーモ 断線 

--[し 

停電-過熱防止装置作動 

電源プラヴ差込み時 

③ 

E 8 

疑 似 义 お 

EFI 

燃焼用送風機異常検出 

HE 

不完を燃焼防止装置検巧部異萬 

④ 

El 

ルームサーモ短總 

り[点滅 

不完を燃烧防止装置作動 

が 

停止時ポツト異常過熱 

hi hi 点滅 

連続不完全燃烧通知機能た動 

[日 

暮板温度異常 

りり点な 

再点义防止機能作動 

⑥ 

户 / 

ポツトず熱不足 

⑤ 


Pi ? 

ポツト温度お下 


■輯除方法 

① …匯量]スイッチを一旦「刷にし、再び「入」にしでください。 

② …お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を巧頼 

しでください。 

③ … 1 チャイルド□ック I ボタンを3秒な巧に3回巧しで 厂^7^ 表示になったら、 

眉転1 スイッチを「入」にしでください。 

④ …直ちに部屋の換気を十分にしで、 S 1] スイッチを一旦「切」にし、再び「入 J 

にしでください。 

⑤ …解除でさません。直ちに部屋の換気を十分にしで、お買い巧めの販売店または、 

お巧くのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼しでください。 

•販売店に連給しでいただく際は、表示しでいる自己診断モニタをお知らせください。 


■ cm 己の隅除 

ネリめで電源プラヴをコン t ン 
卜に差し应んだときや停電を 
再通電したとさ、または過熱 
防止装置の作動で運転び停止 
したときは、デジタル表示び 
厂 ^ TTl になり、運転を停止 
したままになります。 

運転する場含は、③の解除方 
るを行つでください。 


使用上のま意_ ___ 

本書の「特にを意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください）」の他に、巧の頂目についでちを意しでくだ 
さし、。 


•ストーブの上面板-上面ガード-前面ガードなどは高温です。やけどに'ま意しでください。 

特にお寺さまをストーブにおブけないでください。 

•上面ガードを取り外したり、前面ガードを開いたまま使巧しないでください。 

誤って放熱器やガラス円筒などの高温部にふれますとやけどをします。 

上面ガードは、地震などにより可燃物び落下したときなどに义災を防止するためのちのです。 

やむをえす取り外した場含は、必ずをとの状態に取りなけでください。 

•雷び発ちしたとき、霊(誘導雷）により一時的な過電圧びかかってち、過電旺防止装置び機器を f 呆護するしくみになっ 
でいますび、大きな雷(直撃雷など）の場合は、電寺部品を損傷する恐れびありますので、電源プラヴをコン t ントか 
ら巧いでください。 



•給排気筒トツプや排気管は高温です。やけどに';主意しでください。 

• IA 警告 I 給が気筒トツプ閱そくを険 

給排気筒トツプの周りび雪でふさびれたままで使巧しないでください。 

ふさびれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い」はお排気の巧げになるのでおやめください。 
閱そくしでいると運転中に排ガスび室のに漏れで、危険です。 



•ガラス円筒には水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。ガラスび割れ危険です。 


•ストーブ前面なおは、ふく射熱び強いので熱に弱いをのを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変おしたりすることびあります。 

•シーブンオフのよラに長期間使巧しないときは、コン t ントから電源プラブを巧いでください。 










































































巧安き装置 

このストーブには巧のよラなまを装置びついでいます。 

すべでの安を装置は、異常び取り除かれでを再度点义操作をしなければ運転は停止したままです。 


まを装置 


原因•作動結果 


処置方法 


巧震自動消义装置 

3表示） 


>強い地震（震度約己な上） 
や衝擊を受けたとき 


自己診断モニタに iJ 表示 
自動のに消义 


>ス|''ーブの同のやお気ホース-排気管の外 
れ-ミ由漏れなどの異常びないことを確認し 
でから点义操作をしでください。 

(巧震自動ミ肖义装置は巧動を白動のに t ッ 
卜されます。） 


点义安全装置 
燃焼制御装置 

(フ レー ム□ツド） 


E ，'表示* ■'表示 


，(途中消火）（不着义） 


停電安全装置 




表示） 


►点乂 S スをしたと苦 
►遗中消乂をしたと苦 
►炎が異常に小さいとき 


►停電したと苦 

►電源プラグび抜けたとき 


自己診断モニタ表示 
または医互表示 
g 動的に消乂 


g 動的に消乂 
通電搜 g 己診®モニタ 


► 日常の点橫-ま入れ （ 11〜13ページ参照） 
をしてから点乂操作をしでください。 

>なおち異常のある場含は、お買い求めの 
販売店または、お近くのコ□ナサービス t 
ンターじごホ目談ください。 


[--。]表示 


>再選転するときは 巧ャイルド□ツク 1 ボタ 
ンを3秒切内に3回巧しでデジタル表示び 
になつでから再度点乂操作をしで 
ください。 


過熱防止装置 

(ま全サーモスタット：110で） 


—— 


[。表示) 


不完全燃焼肪止装置 

(ガス t ンサー） 

([^点滅表示） 


けす流フアンガードやスト 
ーブの前面がふさがった 
とき 

>ス1-ーブ'の前面に障害物] 
などびあるとき 

►对流巧送風機が□ックし 
たとき 

► 排気が室内に漏れ不完全 
燃焼防止装置が働いたと 
夏 


g 動的に消乂 
ストーブが冷却された棲 
自己診断モニタ Rm 
表示 


I g 己診断モニタ肚点滅 
表示 

白動的に消乂 


>原因を取0陈苦、ス I -ーブが十分;ち却しで 
から I チャイルド□ツ"ラ1 ボタンを3秒必内 
に3回押しでデジタル表示が r --1 に 
なつでから再度点乂操作をしでください。 
処置をしでち繰り返し作動するときは、 
いつたん r 運転 I スイツチを押しで「切」にし、 
販売店または、おおくのコ□ナサービスわ 
ンターに連絡してください。 

>部屋の換気を十分にしでください。 

>排気管が外れでいないか、他の燃焼機器の 
影響を受けでいないか確認しでください。 


連続不完全燃焼通知機能 

(剛点滅表示) 


>不完全燃焼防止装置が連 
続しで4回作動し、「連続 
不完を燃焼通知機能」が 
働いたと苦 


g 己診断モニタ！^点滅 
表示 

自動的に消乂 


再点义防止機能 

(臣初点な表示） 


►さらに不完全燃焼防止装 
置(不完全燃焼通知機能） 
び連続しで3回作動し、 
再点火防止機能が働いた 
と妄 


• g 己診断モニタ！^点な 
表示 

•白動的に消乂 
•再点乂できません 


►部屋の換気を十分じしで、お買い求めの 
販売店または、お近くのコ□ナサービス 
t ンターに連絡しでください。 
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画その他の装置 


装置の名称 

原因•作動結果 

処置方法 

再点义安全装置 

•消乂直後、再点火操作し 
たとき 

A - 約 2 分間のちま日をでない 
v と点义動作に入らない 

/ •約 2 分経過後、白動的に点火動作を開^ 

1 始します。 / 

が気管巧け巧知装置 

け弓表示） 

•排気管の接続部が外れた 
と苦 

•排気管扳け検知巧リード 
線が外れたり、斷線した 
と黃 

A -自己診斷モニタ医互表示 
V ■ス 1-ー ブの運転を停止 

•給排気筒およ处排気管の接続部に、外れ- 
ゆるみがないか確認しでください。 

• 排気管旅け検知巧リード線のゆるみまたは、 
外れ-祝れがないか確認しでください。 

給が気 商^\ A[r\ 


rs な省 

t リード^]^^^^^あ気ロキャップ ねじ 

燃焼巧送風機異常 

檢出装置 

(医巧表示） 

•回転数が異常に巧下した 
と黃 

A - 自己診断モニタ (E 固表示 
V •ス 1 -ーブの運転を停止 

•お買い求めの販売店または、お近くのコ〇 
ナサービスじンターに修理を依頼しでくだ 
さい。 

超電流防化装置 

(表示部全消灯） 

•内部配線のショートによ 
り過電流が流れたとき 

A - 電流ヒューズが切れ、 

V すべでの運転を停止 

•お買い求めの販売店または、お近くのコ〇 
ナサービスじンターに修理を依頼しでくだ 
さい。 

ミ全サ-ミスタ馆板上: 73で) 

([ T 巧表示） 

•对流フアン方ードやストー 
ブの前面かぶ、さがったと 
き 

•ストーブ'の前面に障害枚） 
などがあるとき 

A - 自己診斷モニタ臣图表示 
V -§ 動的に消乂 

•原因を取り陈いでから点乂操作をしでくだ 
さい。 

•なおち異常がある場含は、お買い求めの 
販売店または、おおくのコ□ナサービスじ 
ンターに修理を依頼しでください。 


な曰常の点巧•手入れ 

点検、手入れのときのま意 I 

点検•ま入れは消乂を、ポットパーナが冷却しでから、必す電源プラグをコン它ントから巧いで巧ってください。 

I ごま意 I • 電気部品の分おや巿販品との交換は絶対じしないでください。 

-•燃巧部の分おは絶対にしなレでください。 


点検、手入れの必要項目、時期、方る 

■ 圓 


■周囲の巧燃物 （使用ごと） 

• { A ミち意 1 ストーブの局囲は、常に整巧•掃除し、燃えやすい 
ものを置かないでくださし、。 

■ほこり （使巧ごと） 

•ストーブロまこりび巧し、た状態で運転をしなし、でくださし、。 
•ストーブが觀のほこりやちれは、乾レたやわらかい巧などで 
きれいにふきとつでください。シンナ ー■ アルコール-ベン 
ジンなどは使用しなレで < ださい。 

■ミ由漏れ•ミ由のたまり•ミ由のにじみ （使巧ごと） 

•置台-ミ由タンクにミ由漏れ-ミ由のたまりやミ由のにじみびないか、 
点検しでくださし、。 

また給;由の際にこぼれた灯巧は、よくふきとつでください。 

ミ由漏れのある場合は、お買い巧めの販売店または、おおくのコ〇 
ナサービスじンターに修理を依頼しでください。 


■ゴム製送;'由管の点検•交換の目安 （シーズンの 初め) 

* 1 么ま意 I ミ由タンクやゴム製をミ由管-接合部-給;'由コックおよ 
び機器などからの灯'庙漏れびなレことを確認の上ご使用くだ 
さい。灯ミ由か‘漏れでいると义災のおそれび'あります。 


た!'ま意1•ゴム製送ミ由管は、匡がで使用しないで<ださい。 
屋外での使田は禁止されでレます。 

zf ム製をミ由管は、経年変化しますのでまで少し巧げ、ひび割れが' 
ないか点検し、ひび割れびあるときは交換してください。交換の 
目をは、3年に1度です。交換はお買い巧めの販売店または、お 
おくのコ□ナサービスじンターにめ頼してください。 


■ミ由タンク （シーズンのネリめ、適時） 

•ミ由タンク巧に水やごみびたまっでいないか点検しでくださし、。 

ミ由タンク巧の水抜さおよび掃除は、ミ由タンクな属の取扱説明 
書に従って行っでください。 































■給排気筒接続部のゆるみおよびトップ局囲の点検 

(使巧ごと） 

警告 I 給が気筒(管-ホース）び外れたまま使田しなレでく 
ださい。がれていると運転中にがガスび福れでを険です。 

• IA 警告 I 積雪びをいときには、給が気筒トップの同りび雪で 
ふさびれていないことを確認しでください。 

ぶ、さびれでいるとさは、除雪しでください。閱そくしでいると、 
運転かにがガスび室内に漏れて危険です。 

•給排気筒およびトップの周囲に障害物び置かれでいないか、 
とぎどさ点検しでください。 

障害物び置いである場合は、移動しでくださし、 


■給気ホース•排気管の点検 （シーズンのネリめ、適時） 

• 給気ホース-排気管の接続部びがれでいないか点検しでくださし、。 
•給気ホースび排気管にあたつでいないか点検しでください。 




1 . 前面ガードをち側の固定ばね 
(2 個)からタル左側にまわし 
で < ださい。 

2 . ガラス円筒を割らないよラに 
ミ主意しで掃除機などで反射板 
およびガラス円筒のほこりを 
きれいに掃除しでくださし、。 

3 . やわらかレ巧などで反射板お 
よびガラス円筒をきれいじふ 
いでください。 

4 . 掃除び'終わったら、ちとどお 
0に取0巧けでください。 


前面方ードは、確実に取りは 
けてください。 


■結露 水の処理 （適時） 

お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに依頼しでください。： ) 

• 給排気筒トップより結露水びたれることびありますび異常 
ではありません。 

• 排気管(こ結露水びたまった場含は、お買い求めの販売店ま 
たは、おおくのコ□ナサービス t ンターに点検を依頼しでく 
ださい。 


■給排気筒接続部のゆるみおよびトップ局囲の点検 

リシースン1〜2回） 

•給排気筒びつまると、不完を燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くちび巣をつくったり異物び 
入ったりしでいるとぎは、必す掃除しでください。 

• 給排気筒および排気管の接続部び列れたり、排気管巧け検巧 
用リード線び外れたり、断線しでレないか点検しでください。 
•給排気筒を一度取り外しで、再び取り巧けるとさは、排気管 
の接続部内部にはめこんである0リンブび破損しでいないか 
おかめでください。 

破損しでいた場合は、お買レ巧めの販売店または、おおくの 
コ□ナサービスじンターに交換を巧頼しでください。 



■定ミ由面器のストレーナの掃陈と水巧さ （適時） 

( お買い求めの販売店または' おちくのコ□ナサービス t ンター I この頼しでください。) 

• 定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。 
水やごみびたまると、なミ由の流れを妨げで、十分な义力び出 
なくなる場合やな';由び漏れるおそれびありまず。 

1シーズンじ1回〜2回（シーズンネリめなど）はお買い巧め 
の販売店または、お巧くのコ□ナサービス t ンターに掃除- 
点検を巧頼しでくださし、。 


■反射板-ガラス円筒の掃除（適時） 

ま意 I 掃除は、ストーブを消乂させ十分ち却しでか 
ら行つでください。 

熱い状態で巧ラとやけどのおそれが'あります。 

•反射板およびガラス円筒にほこりびたまると反射効率び悪く 
なるばかりでなく危検です。 

なのよラにほこりを取り除いでください。 


■ガラス円筒内部の掃除（適時） 

C お買い巧めの販売店または-おちくのコ□ナサービスじンターじの頼しでください。） 

• 長期間の使用や、ミ由だまりによる大燃焼のをにはガラス円筒 
びすすけることびあります。 

ガラス円筒びすすけで炎び見えにくくなったときは、しばらく 
の間 （30 分間）义力を大きくすることにより、すすを除ちず 
ること； V 'できます。 

それでちすずを除ちできなレ場合は、お買い巧めの販売店ま 
たは、お巧くのコ□ナサービス亡ンターじの頼しでください。 

ガラス円筒には、かをかけたり、衝擊をちえないよラにを意しで 
ください。 


■対流フアンガードの掃除（週に1回な上） 

• 巧流フアンガードにほこりびたまると音び大きくなっで温風 
量びかなくなり、暖房出力びほ下すると同時に、ストーブ巧 
の温度び異常に高くなっで、過熱防止装置またはまをサー= 
スタび作動する場合びあります。 

• 巧の要領で巧流フアンガードの掃除をしでください。 

1 . 運転を停止し、巧流 
用送風機び止まって 
いることを確認しで 
ください。 

2 . 掃除機などでガード 
じついたほこりを取 
0除いでください。 


巧流フアン方ード内には、指や異物などを入れないでください。 


■地震などの災害び'発ちしたときの点検について 

•地震などの巧害び発ちし、ス I -ーブにお動や衝撃び加わった 
とさは、運起前に必すなの点検を行っでください。 

〇給排気筒まわりの外れ、漏れの確認 
〇なミ由配管からの漏れの確認 
〇機器の損傷点検 

点検で異常び見つかった場合は、お買い巧めの販売店または、 
お巧くのコ□ナサービス亡ンターに修理を巧頼しでくださし、。 
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な定期点巧 

長期間ご使巧になりますと、ストーフ'の点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終3をなどに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買い巧めの販売店または、お巧 
くのコ□ナサービス它ンターをしくは修理資格着〔し財）日本扫ミ由燃烧機器保守協合 ( TEL 03-3499-2928) で巧ラ技術管 
理講習ミ修3者 （6; 由機器技術管理±)など〕のいる店までお問い合わせください。 


愛情点検 


口 


長年ご使用の密 

閱式石油ストープの点検をぜひ！ 

こんな症げは 
あ0ませんか 

参;'由漏れびする。 

参強い臭いびする。 

参運転中に異常な音びする。 

参その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


► 故障や事故の防止のため必すお買い求がの販売店また 
は、おおくのコ□ナサービス t ンターにご連絡ください。 
点検-修理についでのご費用など詳しいことはお買い 
求故の販売店または、おおくのコ□ナサービスじンター 
じご相談ください。 



故障 • 異ちの見分け方と処置方法 


■巧のよラな現象は故障ではありません。修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

初めで使用するときやシーズンの初めに煙やにおいび 
でる。 

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでくださし、。 

ずぐに点义しなし、。 

ず熱点火ち式のため予熱時間び3分程度必要です。 

(予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消乂棲に「ピチピチ j や「カンカン」と 
いラ音びする。 

本体内部び熱により膨張、収縮ずるためです。 

点义時にボンと音が'する。 

点火ずるときに発生する着乂音で、異常ではありません。 

燃焼開始時に黄色い炎（ホ义）び混じる。 

異常ではありません。 

燃 

焼 

時 

去 

の 

化 

青おの中に黄色しぶ啸义）び混じる。 

炎の一部び揺らぐ。 

異甫ではありません。 

給排気筒の先端から連続的(こ白煙が出る。 

外気温びおくなると、排気ガス中に含まれでいる水分か';疑結しで 
水蒸気じなるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

なミ由ぎれの際に一瞬炎び大きくなつで消乂する。 

異甫ではありません。 

「カチカチ」音がする。 

電磁ポンプの音で異甫ではありません。 

ガラス円筒び白くなる。 

なミ由中の成分びガラス円筒に巧着するためです。異常ではありません。 


■巧のような現象のときは使届を中止し、ミ由タンクの送;'由パルプを閉じでお買い巧めの販売店または、おおくの〕□ナサービ 
ス它ンターにご連給ください。 


現 象 

症 状 

•点义時' 燃焼時'消义時に「ボーン J とレラ大きな音びした。 

ストーブび損傷したりパッキンび飛散しでいるおそれびありまず。 

•黒煙を出しで燃えでいる。 

燃焼び異常になつでいまず。 

•置台に';由び漏れでレる。 

ゴム製送ミ由管の締巧バンドび締まつでいない。 
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■使用中に異常が'あったら;夕表により原因を調べで処置をしでください。 

■原因のわからないとさや処置のむすかしいとさは、お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに 
ご連給ください。 X 設定温度表示に自己診断モニタび表示されます。 


原 s \ 

E 1 

i 

中 

消 

义 

ら 3 

3 

火 

し 

な 

し^ 

EEI 

蔚 

震 

作 

動 

ES 

m 

気 

管 

振 

け 

検 

知 

作 

動 

-CL 

適 

熱 

防 

止 

装 

置 

作 

動 

停 

電 

E0 

g 

を 

サ 

1 

夕 

作 

動 

お 

が 

大 

を 

< 

な 

ら 

な 

い 

里 

睦 

を 

出 

し 

で 

燃 

元 

る 

万 

フ 

ス 

円 

筒 

び 

す 

す 

け 

る 

養 

た 

で 

で 

燃 

を 

る 

な 
ミ由 
の 
に 
お 
い 
が 
す 
る 

爆 

発 

的 

な 

燃 

焼 

を 

ず 

る 

電 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

HE 

禾 

元 

燃 

焼 

防 

止 

装 

置 

横 

知 

部 

異 

常 

I-IC 

点滅 

禾 

元 

燃 

焼 

防 

止 

装 

置 

作 

動 

HH 

点滅 

違 

続 

不 

元 

燃 

焼 

通 

知 

機 

能 

作 

動 

HH 

点な 

青 

点 

乂 

防 

止 

機 

能 

作 

動 

処置ちま 

電源プラグをコンじントに 
差し込んでいなし、 













• 





コン t ントに確実に差し込む 

強い地震があった 
または、ストーブに衝擊を 
ちえた 



• 















ストーフ'の周迈や給気ホース 
-が気筒の外れ-巧漏れなど 
の異常がないことを確認しで 
から点乂操作をしでください 

送';由バルブび閉まっでし、る 

# 

• 
















送ミをバルブを開く 

定ミ由面器の安を装置が‘作動 
しでし、る 

♦ 

• 
















定ミを面器 ut ツトボタンを巧 
す 

Zf ム製送';由管に空気だま0 
がある 

• 

• 





• 











燃料祝れの注意と空気振きの 
ち法 (4 ページ）を参照しで空 
気振きをする 

送';由配管の施工不良 

• 

• 





• 











お買い求めの販売店または、 

お近くのコ□ナサービスじン 
ターに修理を依頼する 

定ミ由面器に水、ごみが‘入つ 
でし、る 

• 

• 





• 











お買い求めの販売店または、 

お近くのコ□ナサービスじン 
ターに修理を依頼する 

給が気筒の設置が暮華通り 
でなし、 

排気管が長すぎる 








• 

• 









お買い求めの販売店または、 

お近くのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼する 

対流フアンガードにほこり 
がたまった 





• 

• 












フアンガードのほこりを掃炼 
磯などで掃除する 

給が気筒の工事が不適当の 
ためが気刀スを暇い込んで 
いる 

• 







• 

• 

• 


• 






お買いあめの販売店または、 

お巧くのコ□ナサービスじン 
ターに修理を依頼する 

燃焼リングび変形しでし、る 








• 

• 

♦ 








お買い求めの販売店または、 

お近くのコ□ナサービスじン 
ターに修理を依頼ずる 

ミ由漏れがある 











• 







お買い求めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼する 

給が気筒接続部ががれでい 
る、すきまがある 
が気筒抜け検知巧リード線 
端寻接続部がゆるんでいる 




• 














お買い求めの販売店または、 

お近くのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼ずる 

フレーム□ッドにすずが多 
量に巧着した 

• 

















お買い求めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼する 

停電があった 





# 













I -- CU を絕係し、時刻な^^‘ 
を t 、 ソトしでから点乂標作を 
する 

給が気筒トップの先端がお 
おわれでいる 

• 







• 

• 

• 


• 






おおっているちのを取0除く 

不完を燃焼防止装置が‘お障 
しでし、る 














• 




お買い求めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼ずる 

室内に排気乃スが漏れた 















参 

参 

参 

直ちに部屋の換気をする 
「不完を燃焼防止装置」 

(1 0ページ)のの客を点横ずる 
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虹部品交換のしかた 

■部品交換のとさのミ主意 

r ごを意 I 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要の場合には、お買いホめの販売店または、おちく 
のコロナサービス它ンターちしくは修理資巧者〔(な）曰本扫ミ由燃焼機器保守協含で巧ラ技術管理講習含修了者（石';由機器技 
術管巧±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コ□ナ純正曲品 とご指定 < ださい。 

■コ□ナ純正でない部品を使用の場合には、本体の機能び損なわれたり、事故や故障の原因となります。また、な証期間内であつ 
でも本体の保証び受けられません。 


消耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品) 


項 目 

巧 容 

使巧期間(こより交換が胁要な部品 

ポットノ\—ナ-点乂ヒータ-燃焼リンブ-スケルトン-フレーム□ッド-点火ネット-刀ラス円筒- 
各種パッキン-排気管接続巧0リンブ ( P 40 4種 D ) 

環境により努化しやすい部品 

プリント配線板-燃焼巧送風機-乃ス t ンサー- 3ム襲送';由置-对流巧送風機 

変質-不純な';由の使用により劣化しやずい部品 

電磁ポンプ■定ミ由面器-フレーム□ッド 


画保管（長期間使用しない場合） 

シーズン終3時などの長期間使用しないときは、曰萬の点検’ま入れの頂 （1 1〜12ページ）を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1.電源プラグをコン它ントから抜いでください。 

• A ミ主意 I 長期間使田しないときは、電源プラグは巧いでください。 

2 .ミ由タンクの送ミ由バルフ''を閉じでください。 

3 .対流ファンガードの掃除をしでください。 （1 2ぺージ） 

4 .定巧面器内の0巧をすべで抜き取ってください。 

•なミ由の巧き取りはお買いホめの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに依頼しでください。 

5. 本体のごみやほこりを取っでください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6. 本体をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7 .ストーブは据なけたまま保管しでください。 

• 巧流 ファ ンガードにほこりがたまらないよラカパーなどをかけでください。 

•どラしでち取りがしでな管されるときは、ポ I 」袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいください。 

•巧シーズンに据なけるときは、必ずお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターにの頼しでください。 


• 取扱説明書は大切にな管しでください。 
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■[運あスイツチ I 

—[ gf 気商巧れ I 


H ガス它ンサ ー；! 


L トランス」 


■[フレーム□ツド] 


[} J ^ y トヒータ I 


※標準適室は、一般な回法人-曰本ガス石'逆機器工業含の賣定薑華によります。 


画アフターヴービス 

■保証について 

•このコ□ナ密閱す石油ストーブには保証書びついでいます。（裏表紙に印刷されでいます。） 

保証書は、必す「お買いあげ曰•販売店名 J などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りじなり、大切に保管しでください。 
♦保証期間は、お買いあげいただいた曰から1年間です。 

•なのよラな原因じよる故障および事故につきましでは、保証の対象になりませんのでを意しでください。 

• 変質な油や不純な油などの不良财油、またな油が外の燃料使巧による故障や事故 
• 誤った使用ちまによる S 夕障や事® 

■修理を依頼されるとき 


■保 iE 期間が過ぎているとさは 

•お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじ 
ンターじご相談ください。修理じよって使巧で章る製品 
じついではお客様のご要望じより有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石油ストーブの補修巧性能部品（機能を維持するため 
じ必要な部品）の保有期間は製造巧ち祝り後7年です。 

■修理に出されるとさは 

•输送時や運搬時に定ミ由面器内に财油び残ったままです 
と、傾きや振動でなミ由がこぼれることびありますので、 
必す抜章取っでください。 

•好油の抜き取りはお買い求めの販売店または、おおく 
のコ□ナサービスじンターに依頼しでください。 


♦「故障.異常の見分けちと処置ちま J (13-1 4ページ）の項に従つ 
でお調べください。直らないときは、ご使巧を中止し、必す電源プラ 
ヴを拖いでから、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービ 
スじンターじご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内客は次の通りです。 

①お各©型式の呼び③お買いあげ曰 

@ 故障が；兄（できるだけ具体のに）©ご住所-ご巧咨-お電話蓄号 
• 品各、型式の呼びは取扳説明書（保証書）をご覧ください。 

•修理に際しては、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証 
書の規定にしたびつで無料修理させでいただきます。 

•保証期間が過ぎでいるときは、修理すれば使巧できる製品についでは、 
ご希望により有料で修理いたします。 

•ご不明な点や修理に関するごす目談は、お買い求めの販売店または、お 
近くのコ□ナサービスたンターにお問い音わせください。 


旧仕 

仕様 


様 


配線図 


[操作部] I ボットサー=スタ！ 弘ームサーモ] 


型 

百：の 

呼 

び 

FF - VY 5512 P (薑本型す FF - VYS 日 10 P ) 

種 




類 

ポットな-強制給排気お-強制が流お 

点 

火 

ち 


iC 

電気点火す 

使 

巧 

燃 


料 

灯ミ由 （ J に1号なミ由） 

燃 

焼 

が 


態 

最大 

最ル 

燃 

料 消 


責 

量 

6.36 kW (0.618 L / h ) 

2.04 kW (日. 198 L / h ) 

発 

熱量巧び熱効 

率 

22,890 kJ/h 

7,330 kJ/h 

暖 

房 

お 


力 

5.47 kW 

1.71 kW 

熱 

翊 



率 

86.0% 

83.8% 

標 

華適 

室 

温暖地 

木造 23.0 rTf (14 置)までコンク ij - 卜31.日 rrf (19 置)まで 

暮冷地 

木造23.01 Tf (14 置)までコンクリート38.0 nf に3置)まで 

外 

お 

寸 


ま 

高さ日 OOmm 幅日08關奧巧356關（置台を含む） 

質 量 

18.5 kg 

電源電圧巧び周波数 

100 V 己 0/60 HZ 

定 

搭消 

責 

電 

力 

点火時 340/340 W -最大燃烧時40/4 1 W 
最大 600/600 W (点火初期に短時間発生） 

待 

磯時消 

費 

電 

力 

2.8 W 

給排気筒の型式の呼び 

QU 4-4 

給 

排気筒の呼び 

径 

D 40 

給が気筒の壁震通部の孔径 

ホ7日 mm 

排 

気 

旧 

/皿 


度 

26日で政下 

電 

流ヒ 

ZL 

- 

ズ 

5 A ■ 

1日 A 

を 

を 

装 


置 

巧震白動消乂装置-点火安を装置-燃烧制御装置-停電安全装置- 
過熱防止装置-不完を燃焼防止装置 

そ 

の他 

の 

装 

置 

再点火安全装置-過電流防止装置-排気管抜け検知装置- 
燃焼巧送風機異常検出装置-安全サ ー S スタ 

巧 

属 



品 

遮熱板1個、給排気筒 t ツト1組、本体固定を具2個、 

ゴム製送';由管締付バンド2個、スリーブ1個、取扳説明書、工事説明書、巧有害票 
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画お付け•移設 

据付け • 移設工事は販売店に依頼する 

~5^ jT Eli 1 ’ r .'-’、’ r ’ 

おはけや移設工事は販売店またはおは業着に依頼し、お客様ご白身では巧わないでくださし、。 

据付け場巧の選定及び標準据付け例__ 

据巧けについでは、火災ず防条例、電気設備に関する技術基準など法ちの冨華があります。工事説明書の「特(こま意していただ 
きたいこと（安全のために必、すお守りください)」をお読み(こなり、販売店または据巧業者とよくご相談しでください。 

また、「標準据巧け例」についでは、下図を参照しでくださし、。 


ごま意」 

• テレビやラジオから1上離しでください。 

• 側方障害物は、雨側にあってもよいが給排気筒と障 
害物、可燃物との距離は 45 cm む上とっでください。 

• 前方におや建物がある揚合は給が気筒先端と前方 
障害物との距離は60 cm 松上離し、かつ上方および 
雨側方に気流を阻止する障害物がなレよラにしでく 
ださい。 

• 給排気筒下面は地面から 20 cmJ ^ 上離すよラにしで 
ください。なお積雪地域では、給が気筒先端が雪で 
ふさがるおそれのない高さを確おしでください。 

•木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、 
またはを属板張りをしである揚巧に給が気筒を通す 
ときは、それらの金属部に接しないよラに電気的絶 
縁をしでください。 

• 壁に巧をあける揚舍、壁の内部にある電気配線■ガ 
ス*水道の配管にあたらない揚巧を選んでください。 

• 在図では巧燃物までの離隔距離を示しでいますが、 
保守点検や性能維持のため、不燃物などの場合ち左 
図離隔距離をとっでください。 


■標準据付け例 

ス I ブの据巧けは、下図を満足させる位置に取り巧けでくださし、。 



出ブま 9 an が上60饥01上 



* A 寸法は、必す 20 cml ^ 上とし、ストーブ前面左側に巧属の遮熱板をおりなけでください。 

(同個の「避熱板の取巧け方法」を参照しでくださし、。） 

•遮熱顺を取り付けない場含は、 A 寸法を 25 cm 拉上にしでくださし、。 

* 点検 • ま入れのため、艮寸法を 30 cm 拉上にしでくださし、。 


給排気筒を延長する場合の注意 

給排気筒を延長する場合は、3 m 3 a がり]^下で取りは 
けられる場所を選定しでください。 

据付け後の確認 


積雪地区におけるま意_ 

積雪のさい地ちでは、積雪時に給が気筒び雪でふさびれないよラ 
な取は場所を選定しでください。また、風が'よどむよラな場所では、 
が気ガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびあります。 


据はけび終わりましたら、ちう一度、工事説旧書の「特にを意しでしげこだきたいこと枝きのために必ずお守りください) J をお読み 
になり、工事説日月書に記載されでいるとおり据付けられでいるかどラかを確認しでくださし、。 


試運転 


試運転は販売店またはおは業着とご一緒に必ず巧ってください。 


■運転準備 

を意 電源プラグはコン它ントに根元まで確実に差し込んでください。(デジタル表示が ) 

• I チャイルド ボタンを3秒な内に3回押しでください。(デジタル表示び I 1 ) 

•ミ由タンクに給ミ由し、送;'由経路の空気抜きをしでください。 （4 ページ）•送;'由経路やストーブよりミ由漏れびないか確認しでください。 
•前面ガードは取り巧けであります力、。 •定ミ由面器 I 」たットボタンを它ットしでください。 （4 ページ) 


■運転 

ミ由タンクの送;'由バルブを開いでください。 圓消乂 のま順 


[ 運居]スイッチを押して「入」にしてください。（運おランプ点'打) 


I 運転 I スイッチを押して「切」にしてくださし、 



• 約5〜6分間の予備燃焼び終わると本燃烧になります。 
• 燃焼中のおに黄色レお(ホ义）び'混じったり、かたよっ 
たり、上下変動することびありますび異常ではありま 
せん。 


换力調節]つまみを r 微少 J 〜 r 大 J に設定し、手動運転びできること 


を確認してくださし、。 

V 



(運區ランプ消灯） 

燃焼室びをち P すると約10分を 
じ燃焼田送風機、巧流用送風機 
び厚止します。 


■ a 駆 ini »長期間のな管を、再び設置する場合电「試運輯 J 
のま順に従い、試運輯を行ってくださし、。 


ネ刀めてお使いになるとをのま意 


•巧めでお使いになるときは、耐熱透料などが焼けで煙と臭レがでます。このよラな場さは、お部屋の窓(給排気筒トップ巧巧け場 
所より離れた所）をかし開け、半曰から1曰程度 r 大义方」運おをしでください。 

また、小鳥やル動物などに影響する場さか f 考えられますので、この間は部屋に入れないでくださし、。 
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広島市を佐南区お園 3 - 27-20 
米テ市目义美® T 23 己 -1 
岡山市:!ヒ区辰己 3 已 -103 
固南市徳山宇ーノ井手己目 31 -4 
広島市安佐南区祇園 3 - 27-20 


干 73 1-0 138 TEL( 082 )S 71 - 3310 ( 代表) 
干 683 - 003 已 TE し ( 08 己 9 ) 33 — 81 已 7 (代表) 
干 700 -0976 TEL( 08 日) 243 - 7751 (代表) 
〒 74 曰- 088 呂 TEL( 0834 ) 22 —已己己 7 (代表) 
干 73 1-0 138 TE し ( 082)871 — 331 己(イで表) 


福岡市博を区東比恵 2 - 2-40 干 81 2-0007 

化九州巿ル倉化区愛ち 2 - 6-4 〒 803 -0828 

長崎県西彼巧君即寺津町左底郷浜田 74 - 1 干 8 己 1 - 2 1 日 6 
熊本市東区尾ノ上 1 - 11-12 干 862 -日 913 

大分市兰佐 1 - 19-7 干 870 - 0 10 呂 

宮崎市霧島 3 - 59-2 干 880 -0032 

鹿巧島市田上 7 - 1 6 -已 干 89 日 -0034 

福岡市博を区東比恵 2 - 2-40 干 81 2 - 0 日 07 


TEL( 09 呂 ) 474 —已 771 ( 代表) 
TEI_( 0 白 3 ) 已 92 —呂己 11 (代表) 
TEL( 095 ) 882 - 771 0 (代表) 
TEU 096 ) 367 - 7361 ( 代表) 
TE し ( 097 ) 已 23 —已 161 (代表) 
TE し ( 098 已 ) 29 — 1 6 S 0 (代表) 
TEL( 099 ) 281 - 1321 (代表) 
TEL( 0 白呂 ) 474 — 6001 ( 代表) 


名ち屋市熱田区桜田町 16-1 1 
岐阜市六条南 2 - 7-8 
静岡市駿河区高お 2 - 1 已 -30 
沼津市西椎路 888-1 
津巿高茶屋 3 - 29 - 3 扫 
名古屋市熱田区桜田町 1 目 -11 


干 4 已巨 -0004 TE し ( 0 己 2 ) 74 巨一 6600 (イで表） 
〒己 00 - 83 己 8 TE し ( 058 ) 268 — 7 己已已(代表） 
干 422-8034 TEL( 0 己 4 ) 23 日一 000 己(代表） 
干 41 0-0303 TEL( 0 已已 ) 968 —巨 210 (代表） 
干 5 14-08 19 TEU 059 ) 234 - 8471 ( 代表） 
〒 4 己 6-0004 TEL( 0 已 2 ) 746 — 66 曰 3 (代表） 


FAX( 0 已 2 ) 884 —巨 5 己 1 
FAX( 0 己 8 ) 268 — 7 己已〇 
FAX( 0 己 4 ) 238 — 000 白 
FAX (□巳已 ) 9 巨 S —巨 212 
FAX の己 9 ) 234-8472 
FAX( 0 已 2 ) 8 呂 4 一已 5 已 4 


吹田市南金田 1 - 8-47 〒已已 4-0044 

彥根市正法寺お南出 78 〒己 22-0024 

京都市伏見区竹田段川原お 211 干 612-8414 

福知山市荒巧東町己 8 干 620 -0061 

神戸市西区枝吉已 -132 干 6 巳 1 -2 133 

高お市う里町 1 - 8 -已 干 760-0078 

松山市西垣生町 780-3 干 791 -8044 

吹田市南金田 1 - 8-47 〒已日 4-0044 


TEL( 06 ) 63 S 0 - 2 111 (代表） 
TEU 0749 ) 24 - 6239 ( 代表） 
TEU 07 已 ) 643 - 2002 ( 代表） 
TEL( 0773 ) 22 - 0827 ( 代表） 
TEU 078 ) 922 - 2431 ( 代表） 
TEl_( 087 ) 835 — 1711 (代表） 
TE 1 _( 089 ) 968 — 73 己 1 ( 巧表） 
TE し ( 0 巨) 6386 — 5 己 70 (イで表） 


FAX( 06 ) 638 己一 7262 
FAX( 0749 ) 2 巨一 21]6 
FAX( 07 己) 643—0870 
FAX( 0773 ) 23 - 7 已 92 
FAX の 78 ) 吕 22-2438 
FAX( 0 扫 7 ) 83 曰一 0160 
FAX( 0 扫 9 ) 968 — 73 已 3 
FAX の 6 ) 6386 - 55 扫 8 


東海地区 


近畿. 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


関東地区 


FAX( 092 ) 474 —已 77 己 
FAX( 093 ) 已白 2 — 86 曰曰 
FAX( 09 己)郎 2-7767 
FAX の 96 ) 369-6323 
FAX( 097 ) 已 23 —已 1 巨 2 
FAX( 098 已 ) 2 己一 0 巨 8 已 
FAX( 099 ) 281-1252 
FAX( 092 ) 474-6414 


ごいたま市化区宮原町 1 - 674-2 
水戸市笠原町 6 日 3-2 
つくば市さ田部 6788- 19 
宇都宮市築瀬町 2313 
太田市高林東町 237 已 
高峰市問屋肛西 1 - 3-22 

東京都；!ヒ区豊島 8 - 4-8 
立 W 市高松町 1 - 22-3 
私、戸ホ高塚新田 9 已-己 
横お市戸塚区原宿 4 T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和町西条 24 日 1 -2 
東京都： 1 ヒ区豊島 8 - 4-8 


干 33 1 - 08 ] 2 TEL( 04 扫 ) 6 已 1 一 17 吕 2 (イで表） 
干 310 - 08 己 2 TEL( 029 ) 241 - 2172 ( 代表） 
干 30 己- 0861 下 EL( 029 ) 839 —己 32 己(イで表） 
干 32 1-0933 TEL( 028 ) 632 —己 10 己(代表） 
干 373 - 0 吕 2 已了£ 1 _( 0276 ) 3 吕一色已 71 (代表） 
干 370 -0007 TEL( 027 ) 3 巨 1 - 48 □日(代表） 

干 11 4-0003 TEL( 03 } 3 呂 27 — 11 己 1 (代表） 
干 1 90-001 1 TEL( 042 ) 已 19 一已 271 (代表） 
干 270-2222 TEL( 047 ) 3 1 2 - 8330 ( 代表） 
〒 24 己 -0063 TEL( 04 己) S 52 — 4008 (代表） 
干 40 白- 386 白 TE し ( 0 己已 ) 268 — 1 己已 7 (代表） 
干 11 4-0003 TEL( 03 ) 3911 - 1131 (代表） 


FAX( 04 呂 ) 6 己 1 一 6370 
FAX( 029 ) 241-4268 
FAX( 029 ) 836-1913 
FAX の 28 ) 632 - 520 己 
FAX( 0276 ) 38 —已己 08 
FAX( 027 ) 361 - 白 139 

FAX (日 3 ) 3 目 27-1 160 
FAX( 042 ) 已 28-2382 
FAX( 047 ) 312-8338 
FAX( 04 已 ) 8 己 2 —己 540 
FAXOD 已已 ) 2 己 8 — 1 已白白 
FAX( 03 ) 3927-1 130 


南東化地区 


仙 台 支店 
山形営業所 
を巧営業所 
郡山営業所 
南東：区サービスセンター 


仙台市宮城野区日ノ出町 1 - 7-32 
山お市東青田 3 - 6-28 
酒田市錦虹 1 - 183-1 
郡山市亀田 1 - 已 1-9 
仙台市宮城野区曰ノ出町 1 - 7-31 


干 983 - 003 已 TE し ( 022 ) 23 己一 31 呂 1 (代表) 
干 990-2423 TEL( 023 ) 642 — 32 已已(代表) 
干 9 白 8 - 01 03 下£し( 0234 ) 31 — 0 己 71 (代表) 
干 963-8033 TEL( 024 ) 938 - 2240 ( 代表) 
干 983 - 003 己 了£ 1 ( 022 ) 783 — 1791 (代表) 


沖縄地区 


ホ縄営業所宜野湾市宇地泊 738 

シーサイド.パーク102 


干 901 -2227 TE し ( 098 ) 8 曰 7 —已己 77 (代表） FAX( 098 ) 8 白 7 —已已 79 


08032102 


な巧含な 


干9已日 -8 日] 0新潟県三条巿東新保7-7 
TE し(日2己 6) 3吕-吕] ] 1く化表> 
ホームぺージ http://www.corona.co.jp/ 


信越地区 


新 漏 支店 
新潟東営業所 
長野営業所 
松本営業巧 
信越地区サービスセンター 


云乗市な淵 3 - 2 - 1 已 
新漏市東区江南 1 - 日 -41 
長野市大豆島 5312 
お本市を賀大义保原 78 巳 2 
王菜市曲浏 3 - 2 - 1 己 


〒 9 己已 -0864 TE し ( 02 己 6 ) 32 — 2126 (代表） 
干 9 巳 0 - 08 已己下£ 1 _( 02 已) 28 已一白 131 (代表） 
干 381-0022 TEL( 02 己) 221 —巳 111 (代表） 
干 399-0033 TEL( 0263 ) 26 — 00 已 1 (イで表） 
干 9 己己 -0864 TE し ( 02 己 6 ) 32 — 2129 (イで表） 


FAX( 02 己 6 ) 3 己一 8 已 19 
FAX( 02 已 ) 286-33 13 
FAX( 02 白) 22 1-0039 
FAX( 0263 ) 2 己一 9961 
FAX の 2 巳 6 ) 32-2 137 


北陸地区 


金 

ミ尺 

ま 

店 

金お市駅西新町 1 - 1 - 2 己 

干 920 -0027 

TE し ( 076 ) 260 — 0 巳己 7 (代表） 

FAX の 76 ) 260 - 日 77 己 

富 

山 

営 

業 

所 

富山市田中町 2 - 3 - 1 已 

干 930 - 098 己 

TEL( 07 日) 444 - 0 己巨 7 (代表） 

FAX( 076 ) 444 —〇已 11 

福 

井 

営 

業 

巧 

福井市和田東 1-607 

干 91 呂-呂 237 

TEU 0776 ) 23 - 0567 ( 代表） 

FAX( 0776 ) 23-0580 

北陸地区 

サービスセンター 

金沢市駅西新町 1 - 1 - 2 己 

干 920-0027 

TE し ( 07 白) 2 巨 0 — 0038 (イで表） 

FAX の 76 ) 260-0738 


面お客様ご相談窓 □ 

I お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認 
の上、お買いあげの販売店または下記のご相談窓□に 
ご依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困0の場含は、下記のお近くの窓口に 
ご相談ください。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場をがありますのでご了承 
ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コ□ナヴービスセンター 

面0120 -919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 

受付時間午前9時〜午後7時(日曜、祝祭日は除く) 


携帯電話 ’ PHS 等からは 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけ < ださい。 


北海道地区 


化東北地区 


札 

幌 


ち 

店 

札幌市白石区平和通 1 6 T 目南 1 -1 9 

干 003 -0028 

TEL( 0 11 ) 864 - 0440 ( 代表） 

FAX (01 1 ) 863 - 31 已 4 

m 

川 

営 

業 

所 

姐…市東旭川南 1 条 2 下目 2 -日 

干 078-8261 

TEU 0 1 66 ) 37 - 2330 ( 代表） 

FAX の 166 ) 37-2338 

化 

見 

営 

業 

所 

化見市卸町 1 了目 1-3 

干 090 - 00 已曰 

TEL( 01 已 7 ) 3 已一 900 白(代表） 

FAXGDI 已 7 ) 3 己一已 9 已 9 

訓 

路 

営 

業 

所 

訓路市花園町 4- 17 

干 0 S 5 - 003 S 

TEL( 0 1 己 4 ) 24 - 4 191 (代表） 

FAX( 01 己 4 ) 24-0451 

帯 

広 

営 

業 

m 

帯広市西 18 条化 1 了目 17 -] 

干 080 -0048 

TE し ( 0 1 已已 ) 3 己一 7 己 18 けた表） 

FAX( 01 己己) 3 己一 7510 

函 

館 

営 

業 

m 

函館市西お便町 2 1-2 

干 041 -0824 

TEL の 1 38 ) 48 - 6070 ( 代表） 

FAX の] 38 ) 48-6080 

化海道地区サービスセンター 

札幌市白石区米里 3 条 2 T 目 6 - 2 己 

干 003 -0873 

TEL( 0 11 ) 879 - 2121 (代表） 

FAX( 0 11 )871 -2400 


青 巧 ま 店 
青森地区サービスセンター 
八戸営業所 
八戸地区サービスセンター 
弘前営業所 
弘前地区サービスセンター 
盛岡営業所 
水沢営業所 
盛岡地区サービスセンター 
が田営業所 
が田地区サービスセンター 


青森市古館 1 T 目 1 2-38 〒日 30 - 0 日 46 

青森市古館 1 了目 1 2-38 〒〇 3 日-日 946 

ノ、戸市売市 4 T 目 4-7 干 031 -0073 

ノ、戸市売市 4 T 目 4-7 干 031 -0073 

弘前市田国 1 - 2-1 干 036 - 8 日扫 6 

弘前市田園 1 - 2-1 干 036 - 808 日 

盛岡市門 2 - 1-42 〒 020 - 0 日 23 

奥州市水ミ尺区水巧工業団地 4 了目 79 〒〇 23-0002 
盛岡市門 2 - 1-42 干 020 -0823 

が田市泉中央 4 T 目 4- 18 干 01 0-0917 

秋田市外姐り巨千刈 109-1 干 01 0-0802 


TEL( 0 1 7 ) 742 - 82 已已(代表） 
TEU 0 1 7 ) 743 - 2 吕 71 (代表） 
TEL (01 78 ) 24 -己 289 (代表） 
TEL( 0 1 78 ) 47 -巨 609 (代表） 
TEU 0 1 72 ) 28 - 39 10 (代表） 
TEU 0 1 72 ) 26 - 4770 ( 代表） 
TEL( 0 1 9 ) 色 22 - 479 1 (代表） 
TE 1_(01 97 ) 22 — 41 曰己(イで表） 
TEU 0 1 9 ) 604 - 028 1 (代表） 
TEL( 0 1 8 ) 8 巨 4 一巳己 71 (代表） 
TEL( 0 1 扫) S 己 4 一已 219 (代表） 


FAX( 017 ) 742 - 827 已 
FAX の 17 ) 743-1 118 
FAX( 0178 ) 4 己一 4290 
FAX( 0 1 78 ) 71-1 344 
FAX( 0172 ) 28-0191 
FAX の 172 ) 29-1 133 
FAX の 19 ) 622 -已 244 
FAX( 0197 ) 22 - 44 己 2 
FAX の 19 ) 604-0283 
FAX( 018 ) 呂己 4 一呂 4 己 8 
FAX (日 18 ) 8 己 4 - 57 白 0 


日9192 
00987 
371已2 
307已〇 

■3321 
72427 
がが但4が 
2已632 
88召8曰 
00000 
ハ XXXX 

訟哉 


ち所所所所 ，I 
夕 

を業業業をてけ 
業む 
匡営営営 - 
サ 
営 

古阜岡津区 
地 

名岐静'沿津菊 


店所所所所所所 

_、業業^業業業^ 
支営 Y 
営営営営営ヴ 
い 区 

阪根都巧戸松山 ra 
大農京福神高松^ 


店巧所所， 
夕 

- 、 麵業献 

ち な 
営営営_ 
ヴ 
島 

子山山区 
地 

広米岡徳 f 


店所所所所所所 
支 


養 農、'' 
業業麵業業ぶ 


営 営„^1 
営営営営 - 
岡趴 員サ 
た崎本分崎お区 

福化長熊大宮鹿 g 


店所所所所所店所所所所 

を業業業業業支業業業業ぶ 
営営 

東営 営営圏営営営営_ 
ば宮 サ 

関戸く都田崎都川葉おお 

化水つ宇太高首立千横甲願 


04112 
1已8吕9 
8吕已07 
83031 


62183 
34338 
2 6^97 
23342 
22222 
00000 
XXXXX 
AAA AA 
FFFFF 
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対象部分 


期間 

愼冒携) 


★お買いあげ日 


年月 曰 




版 

売 

店 


イ王ホ-「占名 


電話 （ 


♦お客様へお願い 

お手数でずび、ご住所、お名前、電話番号をわかりやずくご記入ください。 

販売店の記載びないときは、それを証明ずる領収書などび必要となりまずので、一緒に保管してください。 

《巧料修王:申谓を》 

1 . 取扱説明書、本体貼付ラベル等のを意書に従った正常な使用状態で保証期間中に故障した場合には、 
お買いあげ販売店び無料修理致しまず。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、本書をご提示の上、お買いあげの販売店に依頼して< 
ださい。なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行なった場合には、出張に要ずる実費を 
申し受けまず。また、本品を直接送付される場合の送料は、お客様の負担となりまず。 

3. ご転居の場合は事前にお買いあげ販売店にご相談ください。 

4. ご事情により、本保証書に記入してあるお買いあげ販売店に修理びご依頼でさない場合には、コロナ 
お客様ご相談窓□をご覧の上、お近くの窓□にお問い合わせください。 

已.次の場合には保証期間内でち有料修理となりまず。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 
(□) お買上げ後の取付場所の移動、輸送、落下等による故障および損傷 

(八）乂災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害および、変質灯油、不純灯油、異質油（灯油]; 
外の油又は混入）による故障および損傷 

(二）業務用としての使用、車両、船舶への搭載など一般家庭用 LU 外に使用された場合の故障および損傷 
(ホ）本書にお買いあげ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書さ替えられた 

旧^ 

(へ）本書の提示びない場合 

(卜）点検整備、および消耗品 （0 U ング、各種パッキン類、ヒューズ、ストレーナ、ゴム製送油管）の 
交換をされる場合 
(チ）定期点検の費用 

6. 本書は日本国内においてのみ有効でず 。 This guarantee is valid in Japan only . 

7. 本書は再発行致しませんので紛失しないよラ大切に保管してください。 


修理メモ 


《この保証書は本書に明示した期間、条件のをとにおいて無料修理をお約束するをのです。 

従ってこの保証書によって保証書を発行しているを(保証責任を)、およびそれ(がの事業をに対するお客様のま 
律上の権利を制限するちのではありまはんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い 
あげの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせください。 

《保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは取扱説明書をご覧ください。 

※アフターサービスや製品についてのお問い合わはは、お買いあげの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談 
窓□にお問い合わはください。 

し-^ 
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石油ストーブ保証書 



本書は、本書記載内容で無料修理を行なラことを 
お約束ずるをのでず。 

お買いあげの曰から左記期間中故障び発生した場 
合は、本書をご提おの上、お買いあげの販売店に 
修理をご依頼ください。 

♦ご販売店様へ 

型式、お買いあげ曰、貴店名、住所、電話番号 
を記入の上（★印欄に記入のない場合は、無効 
となりまず)、本書をお客様へおミ度しください。 


保証期間 


































